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わたしの

見てある記見てある記

待
機
児
解
消
に
向
け
て

　

保
育
園
の
待
機
児
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
保
育
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
、
と
り
わ
け
待
機

児
解
消
は
重
要
な
行
政
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
市
の
財
政
状
況
で
は
公
立

保
育
園
の
増
設
に
よ
る
待
機
児
解

消
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
抜
本
的
な
構
造
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
保
育

園
に
つ
い
て
は
、
市
の
責
任
を
果

た
し
つ
つ
、
民
間
の
力
を
活
用
し
、

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
す
る
と
と
も
に
民
営
化
に
よ
る

効
率
化
と
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、

財
源
を
確
保
し
、
待
機
児
解
消
な

ど
に
振
り
向
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
第

一
段
階
と
し
て
、　

年
４
月
１
日

１８

に
移
転
･
新
設
す
る
「
ひ
ば
り
保

育
園
」
を
公
設
民
営
化
し
、
定
員

の
拡
大
、
零
歳
児
（
産
休
明
け
）

保
育
の
実
施
、
延
長
保
育
・
一
時

保
育
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

保

育

園

と

は

　

保
育
園
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
、
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る

乳
幼
児
を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
、
通
所

す
る
乳
幼
児
の
心
身
の
健
全
な
発

達
を
図
る
役
割
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
児
童
福

祉
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
保
育
園

条
例
を
定
め
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
育
の
実
施
基
準（
入
所
要
件
）

　

実
施
基
準
は
、
市
保
育
の
実
施

に
関
す
る
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
保
育
の
実
施

は
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

児
童
の
保
護
者
が
当
該
児
童
を
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

同
居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
当
該

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

保

育

料

の

負

担

　

入
所
が
決
定
す
る
と
世
帯
の
所

得
に
よ
っ
て
保
育
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
保
育
料
は
、
前

年
分
の
所
得
税
ま
た
は
前
年
度
住

民
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
の
金
額

と
入
所
し
た
月
の
初
日
の
年
齢
に

よ
っ
て
決
定
し
、
公
立
・
私
立
と

も
同
じ
計
算
方
法
で
算
出
し
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
市
児
童
保
育
運
営

費
徴
収
条
例
に
基
づ
き
徴
収
し
て

い
ま
す
。

保
育
料
改
定
の
考
え
方

　

保
育
料
の
改
定
に
対
す
る
基
本

的
考
え
方
は
、
原
則
と
し
て
４
年

周
期
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
し
、

低
所
得
世
帯
の
保
育
料
の
配
慮
、

国
の
保
育
料
徴
収
基
準
を
参
考
に

改
定
し
て
き
ま
し
た
。
現
行
の
保

育
料
は　

年　

月
１
日
に
改
定
を

１２

１０

行
い
、
４
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

当
市
で
の　

年
度
の
国
の
保
育
料

１５

徴
収
基
準
に
対
す
る
割
合
は　

・
４９

３
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
市
社
会
福
祉
審

議
会
に
対
し
て
「
東
久
留
米
市
が

目
指
す
べ
き
福
祉
の
基
本
的
方
向

に
つ
い
て
」の
諮
問
を
行
い
、保
育

料
の
改
定
に
つ
い
て
審
議
中
で
す
。

市
内
の
認
可
保
育
園
数
と

入
所
児
数
の
推
移

　

市
内
の
保
育
園
開
設
は
、
社
会

福
祉
法
人
が
設
置
す
る
私
立
保
育

園
と
し
て
昭
和　

年
９
月
に
１
園
、

３５

公
立
保
育
園
で
は
昭
和　

年
５
月

３６

に
１
園
の
運
営
が
開
始
さ
れ
、
現

在
、
公
立
保
育
園　

園
（
う
ち
、

１０

社
会
福
祉
法
人
に
運
営
業
務
を
委

託
す
る
公
設
民
営
１
園
）、私
立
保

育
園
５
園
の　

園
が
運
営
さ
れ
て

１５

い
ま
す
。

　

近
年
の
定
員
数
の
推
移
は
、　
１０

年
度
の
定
員
１
４
１
９
名
か
ら
、

私
立
保
育
園
で
の
園
舎
の
建
て
替

え
等
に
よ
る
定
員
の
拡
大
を
受
け
、

　

年
度
に
は
１
４
７
２
名
と
な
り
、

１６
　

名
増
加
し
て
い
ま
す
。
入
所
児

５３数
は
月
平
均
で　

年
度
の
１
３
５

１０

８
名
か
ら　

年
度
に
は
１
４
８
２

１５

名
と
、
定
員
の
増
加
と
定
員
の
弾

力
化
に
よ
り
１
２
４
名
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
参
照
。
定
員
の
弾

力
化
と
は
、
児
童
福
祉
施
設
最
低

基
準
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
関
係
通

知
に
定
め
る
基
準
を
尊
守
し
、
定

員
を
超
え
て
保
育
の
実
施
を
行
う

こ
と
）。

　
　

年
１
月
１
日
の
就
学
前
児
童

１６
数
（
住
民
基
本
台
帳
人
口
の
零
歳

〜
５
歳
）
と　

年
４
月
１
日
入
所

１６

児
数
を
比
較
す
る
と
、
就
学
前
児

童
数
は
合
計
６
１
４
１
名
に
対
し
、

入
所
児
数
は
１
５
０
５
名
（
他
市

か
ら
の
受
託
児
を
除
き
、
他
市
へ

の
委
託
児
を
含
む
）
で
、
入
所
率

は　

・　

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す（
表

２４
５１

２
参
照
）。

そ
の
他
の
保
育
施
設
の
状
況

　
【
認
可
外
保
育
園
（
室
）】
保
育

に
欠
け
る
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
定
員
６
〜　

名
の
小

２９

規
模
の
施
設
で
、
設
備
等
（
建
物
・

職
員
・
保
育
時
間
等
）
の
一
定
の

都
基
準
を
満
た
し
、
市
長
が
保
育

園
（
室
）
利
用
契
約
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
３
施
設
が
開
設

さ
れ
、
定
員
の
総
数
は　

名
で
す

５３

　
【
家
庭
福
祉
員
】保
育
に
欠
け
る

３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
、

市
長
が
認
証
し
た
保
育
の
知
識
と

経
験
を
持
つ
一
定
の
資
格
要
件
を

満
た
す
方
が
自
宅
で
保
育
を
行
い

ま
す
。現
在
、８
施
設
が
開
設
さ
れ
、

定
員
の
総
数
は　

名
で
す

３３

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
市
で
も
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
の
近
年
の

出
生
数
は
１
０
０
０
名
前
後
と
推
移
す
る
一
方
、
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進
出
、

通
勤
圏
の
拡
大
、
就
労
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
都
市
型
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
保
育
園
に
入
所
で
き
な
い
で
い
る
待
機
児
童
数
が
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
待
機
児
解

消
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
を
２
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
今
回
で
は
、
保

育
園
の
入
所
状
況
と
待
機
児
の
現
状
に
つ
い
て
、
次
回
（
４
月
１
日
号
予
定
）
で
は
、

待
機
児
解
消
へ
の
今
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
質
問
・
ご
意
見
は
電
話　

・
７
７
４
５
、
フ
ァ
ク
ス　

・
８
１
８
１
、
電
子

７０

７５

メ
ー
ル
で
保
育
課
へ
。

表２　就学前児童数（住民基本台帳）と入所児数

計５歳４歳３歳２歳１歳零歳区　分

６,１４１１,１４３１,０４８１,０３９１,００７９９９９０５
１６年１月１日 
就学前児童数（名）

１,５０５３１３３１５３０７２６０２１０１００
１６年４月１日 
入所児数（名）

２４.５１２７.３８３０.０６２９.５５２５.８２２１.０２ １１.０５ 入所児比率（％）

 表１　近年の保育園定員数と   
　　　 入所児数月平均

入所児数 
月平均（名）

定員数
（名）区　分

１，３５８１，４１９ １０年度

１，３９２
１，４４７

１１年度

１，４４２１２年度

１，４１４
１，４５７

１３年度

１，４３７１４年度

１，４８２
１，４７２

１５年度

－１６年度

※保育園数は１０～１６年度いずれ
も公立が１０園、私立が５園

市政構造改革

選ばれ続ける
まちづくりのためにために ⑨⑨

　

元
日
の
朝
、あ
た
り
一
面
の

銀
世
界
に
加
え
、雲
一
つ
な
い

青
空
が
広
が
り
、心
が
洗
わ
れ

た
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
、

災
害
が
多
発
し
た
こ
と
も
あ

り
、今
年
一
年
の
安
寧
と
市
政

の
発
展
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、１
月　

日
に
わ
が
市

１０

の
成
人
式
典
が
開
催
さ
れ
、新

成
人
の
皆
さ
ん
の
門
出
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。今
年
成
人
を

迎
え
た
方
は
１
２
６
６
名
で
、

２
回
に
分
け
て
実
施
し
た
式

典
に
は
、公
民
館
の
５
０
０
名

ホ
ー
ル
が
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、約
８
割
も
の
皆

さ
ん
に
出
席
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。式
典
の
様
子
は
マ
ス

コ
ミ
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
旧
交
を

温
め
て
い
た
よ
う
で
す
。お
祝

い
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い

た
中
学
時
代
の
先
生
が
紹
介

さ
れ
た
時
は
、会
場
全
体
に
拍

手
が
鳴
り
響
く
な
ど
、和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
成
人
式
で
し

た
。

　

私
は　

年
前
に
成
人
式
を

３０

迎
え
て
い
ま
す
が
、当
時
は
公

民
館
は
な
く
、第
三
小
学
校
の

体
育
館
で
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の　

年
間
で
公
共

３０

施
設
や
都
市
基
盤
の
整
備
は

進
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
後
は
人
口
が
減
少
し
て
い

く
な
ど
、社
会
構
造
が
大
き
く

変
化
す
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。

羅
針
盤
の
な
い
時
代
に
、若
い

人
た
ち
の
斬
（
ざ
ん
）
新
な

発
想
が
必
要
な
時
を
迎
え
て

い
る
と
思
う
の
で
す
が
。

◆保育課メールアドレス
hoiku@city.higashikurume.lg.jp

　

〜　

年
度
に
お
け
る
各
年
度
当

１１

１５

初
で
は
、　

名
、　

名
、　

名
、

３５

５４

４８

　

名
、　

名
と
増
減
は
生
じ
て
い

６１

４８

ま
す
が
、
お
お
む
ね
同
様
の
待
機

児
数
で
し
た
。
ま
た
、
各
年
度
末

で
は
、
１
３
１
名
、
１
３
４
名
、

１
３
７
名
、
１
２
３
名
と
ほ
ぼ
同

様
で
し
た
が
、　

年
度
で
は
１
９

１５

７
名
と
急
増
し
て
い
ま
す
。　

年
１６

度
は
、
当
初
の
４
月
１
日
で
も　
９４

名
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

待
機
児
の
年
齢
別
・ 

入
所
要
件
別
状
況

　
【
年
齢
別
状
況
】　

年
度
末
の　

１５

１６

年
３
月
１
日
で
は
待
機
児
数
１
９

７
名
の
う
ち
、
零
歳
児
が　

名
、

４９

１
歳
児
が　

名
、
２
歳
児
が　

名

６２

５５

の
計
１
６
６
名
で
、
零
歳
〜
２
歳

児
の
全
体
に
占
め
る
割
合
が　

・
８４

３
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

１－

１
参
照
）。
同
様
に
、　

年
度

１６

当
初
の
４
月
１
日
で
も
全
体
の　
６６

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
１

－

２
参
照
）。

低
年
齢
で
の

待
機
児
が
多

い
の
は
、
低

年
齢
児
の
定

員
数
が
少
な

い
と
い
う
こ

と
に
も
原
因

が
あ
り
ま
す

　
【
入
所
要

件
別
状
況
】

年
度
末
に
お

け
る
待
機
児

数
が
１
９
７

名
と
急
増
し

た　

年
３
月

１６
１
日
で
は
、

入
所
要
件
の
「
求
職
」
が　

名
で

８０

全
体
に
占
め
る
割
合
と
し
て　

・
４０

６
㌫
と
多
く
、
次
い
で
「
パ
ー
ト
」

が　

名
で　

・
４
㌫
と
、
こ
の
２

５４

２７

要
件
だ
け
で
全
体
の　

㌫
を
占
め

６８

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に「
常
勤
」

が　

名
、「
自
営
」
が　

名
と
な
っ

２８

２７

て
い
ま
す
。
ま
た
同
様
に
、
年
度

当
初
と
し
て
待
機
児
数
が　

名
と

９４

増
加
し
た　

年
４
月
１
日
で
も
前

１６

述
の
２
要
件
だ
け
で
全
体
の　

・
７８

８
㌫
を
占
め
ま
し
た（
表
３
参
照
）

待

機

児

解

消

の 

対
応
策
に
向
け
て

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、

次
回
で
は
待
機
児
解
消
に
向
け
て

の
対
応
策
と
し
て
、
ひ
ば
り
保
育

園
の
移
転
・
新
設
に
伴
う
公
設
民

営
化
と
定
員
の
拡
大
・
零
歳
児
保

育
の
実
施
、
都
の
制
度
で
あ
る
認

証
保
育
所
の
導
入
計
画
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

近
年
の
認
可
保
育
園 

待
機
児
数
の
状
況

　

待
機
児
と
は
、
児
童
福
祉
法
に

定
め
る
「
保
育
に
欠
け
る
」
と
い

う
入
所
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
の
基
準
を
基
に
、
市

で
は
入
所
申
し
込
み
に
対
し
て
、

保
育
に
欠
け
る
基
準

指
数
に
よ
り
指
数
の

高
い
順
か
ら
優
先
的

に
入
所
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

「
就
労
日
数
や
時
間
」

「
現
在
は
未
就
労
で
入

所
後
仕
事
を
求
め
る
」

な
ど
の
申
し
込
み
に

対
し
て
は
、
基
準
指

数
・
定
員
枠
か
ら
も
入

所
が
難
し
く
待
機
児

と
な
っ
て
し
ま
う
状

況
で
す
。

　

待
機
児
数
の
状
況

は
、　

年
度
当
初
の
４

１０
月
１
日
で
は　

名
で

４８

し
た
が
、そ
の
年
度
末

の
３
月
１
日
に
は
１

７
４
名
と
従
前
と
異

な
り
急
増
し
ま
し
た
。

グラフ１－２　各年度当初（４月１日）での年齢別待機児数

グラフ１－１　各年度末（３月１日）での年齢別待機児数
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表３　入所要件別待機児数

１６年度（H１６.４.１）１５年度（H１６.３.１）
区　分 構 成 比

（％）
待機児数
（名）

構 成 比
（％）

待機児数
（名）

３．２３１４．２２８常 勤

１６．０１５２７．４５４パ ー ト

７．４７１３．７２７自 営

１．０１０．００内 職

９．６９４．１８疾 病 等

６２．８５９４０．６８０求 職

１００.０９４１００.０１９７計


